
クラブ代表挨拶

2023年をふりかえり…・

2023年はコロナもようやく落ち着き、豊戒しながらも「通常
'舌

動」を行うことができました。
また10月 1日の茅ケ山奇FM開局にもタイミングを合わせ、サザンオールスターズのコンサートが
4日間 茅ヶ崎球場で実施されるなど、茅ヶ崎中があわただしい一年でもありました。市民の
間で賛否両論のある中、来場者のマナーに問題はなく、海浜でも大きな問題は発生するこ
となく、無事大イベントを終了することができました。
一方、このインベントを成功させるために、イ列年この時期に予定されていた様々な競技会や
イベントが延期となり、海の事業はせわしなしJ犬態が秋回まで続きました。

我々クラブの活動としては、猛暑の中 茅ケ埼市後援のイベンHこ数多く対応しました。
夕1年実施している学童/市内中学校へのジュニアライフセービングから始まり、最終は11月
23日にヘッドランドビーチで実施された「スタンドアップバドル日本選手権」で、無事年間のイ
ベントを終了することができました。
通常パトローlblこついても活気を取り戻し、1日 10人前後の体制でBBQバトローリレや海浜
禾J用者への文寸応をイ予いました。またユースボランティア・インターシップボランティアの

'舌

動も今
年は19名の中高生を受け入れ、皆 猛暑の中、元気に活動に参力日してくれました。

一方、活動を続けるにあたっての課題もあります。海浜利用者やイベントカ`曽えている中、
メンバー確保にもりF常 |こ苦労した一年でした。また直近の′1当みはコンテナの雨漏りです。皆で
言式行錯言呉時ながらイ1多王里はしていますが、天丼全体に及んでいるため、現日寺点はオ丁つ手力撫
い状況です。今後、監視所がりニューアルされる際には絶対木造です。
関係各位よろしくお願いいたします。

2024年も異常気象や不測の事態に備えながら我々の活動も行われていくと考えています。
常日頃我々の活動を王里解・応援し支えてくれる支援者、海に訪れるすべての人のためにもク
ラブメンバー全員で創意工夫をしながら活動を継続して行うこと。またその中で、新しいイ中間
を増やしながら、そのヒューマンパワーを今後の活動に役立てていきたいと思います。
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